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　　　株式会社 クオン電子は、「人々に喜びを与える企業」の理念のもと、

　　　地球環境の保全が人類共通の最重要課題であることを認識し、事業

　　　活動を通して技術的及び経済的可能な範囲で積極的かつ継続的に環境

　　　保全活動に真剣に取り組んでいきます。

　　　　 利害関係者の見解に配慮します。　　

　　　　　　　　　　①　使用電力の削減に努めます。

　　　　　　　　　　②　全ての廃棄物を分別して再資源化に努めます。　

　　　　　　　　　　③　試作レスに繋がる製品への提案に努めます。

　　　　　　　　　　④　環境に優しい製品への提案と省資源に努めます。

　　　　　　　　　　⑤　グリーン購入に努めます。

　　　

      残せるよう継続します。　

制定　２００７年４月６日

改訂　２０２０年５月７日

 　　４．この環境方針は、全ての社員に周知徹底し、活動する事を誓います。

　　代表取締役　　清沢裕禎

　　株式会社クオン電子

　　　環境経営方針の実現により、美しい地球の環境を次世代の為に

環　境　経　営　方　針

環境理念

環境方針

　 　１．事業活動・製品・サービスに関わる環境保全の継続的改革及び

　 　 　 環境汚染の未然防止について努め、企業の社会的責任を遂行します。

 　　２．環境に関連する法令や規制及びその他の要求事項を遵守し，

 　　３．社員全員が積極的に環境保全に関心を持ち、下記の事項を重点

　 　　　活動テーマとして取り組みます。



Ⅱ.　事業概要

（1）事業所及び代表者名

　　　　株式会社　クオン電子

（2）所在地

　本社

　　　　長野県松本市村井町北１丁目４番４号

　　　　長野県長野市吉田４丁目１１－１９　おおしまビルⅡ２０２

（3）環境管理の責任者及び担当者名、連絡先

　　　　　環境管理責任者　　　堀内　正昭

　　　　　連絡先　　　　    　　　 TEL    　0263-31-3466

           　          　           FAX    　0263-34-3467

              　                   Eメール　shinsyu@kuon-e.co.jp

（4）事業内容

　　　　プリント基板設計・機構設計・システム開発・技術者派遣

（5）事業規模

活動規模 単位

売上高 百万円

従業員数 人

床面積 ㎡

（5）認証登録範囲
　　　　全組織・全活動

164

16

164

２０２1年

127.8

２０２2年

133.0

16

164

２０２０年

133.1

〒３９９－００３５

　　　　代表取締役　清沢　裕禎　

17

　長野オフィス
〒３８１－００４３

（４）
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Ⅲ．環境目標とその実績
３－１ 中長期の環境目標

①電力使用量の削減
　　全体活動として各部門毎に照明、冷暖房、生産設備使用の高効率化運転を
　　実施展開する。 （単位：ｋWｈ/百万円）

2020年実績 2022年実績 2023年目標 2024年目標
・使用電力量の削減（単位：ｋWｈ/百万円） 基準 3%削減 4%削減

147.93 136.17 143.49 142.01

2020年度 2022年度
19689 18111
133.1 133.0

147.93 136.17

②一般廃棄物量の削減
　可燃物ゴミは全て焼却しているが、裏紙の使用、リサイクル可能紙の分別を実施し
　可燃ゴミの削減と紙のリサイクル化を推進する。

2016年実績 2022年実績 2023年目標 2024年目標
・可燃ゴミの削減と紙の 基準 3%増加 4%増加

60.95% 56.14% 62.78% 63.39%

2016年実績 2022年実績 2023年目標 2024年目標
・水道使用量の節約 基準 3％削減 4％削減

104.00 92.50 100.88 99.84
(単位:㎥) (単位:㎥) (単位:㎥) (単位:㎥)

2016年実績 2022年実績 2023年目標 2024年目標
・事務用品の 新規グリーン購入 ９件 2件 ３件 ３件

グリーン品 継続グリーン購入 １０９件 53件 ２５件 ２５件
(2016年基準：新規9件、継続109件） (単位:件） (単位:件） (単位:件） (単位:件）

④Simモデル提案による手戻りと試作レス化
　Simによる測定結果改善により試作レス環境配慮と事業チャンスを図る。

2016年実績 2022年実績 2023年目標 2024年目標
・試作レスに繋がる設計 基準（件） 40%増加 60%増加 80%増加
　　　　　　　アイテムを顧客へ提案 5 41 8 9

⑤有益な環境影響の取り組み
　　環境に優しい製品への配慮設計アイテムを顧客に提案する。

2016年実績 2022年実績 2023年目標 2024年目標
・環境に配慮した設計アイテム 顧客提案 顧客提案 顧客提案 顧客提案

5件 57件 5件 5件

⑥環境経営システムに関わる取組整備
　　環境パフォーマンスの目標達成を目指して環境経営システムの継続的改善を図る。

2016年実績 2022年実績 2023年目標 2024年目標
環境経営システムに関わる
　　取組整備　　　(実施率％） 62.6% 71.1% 62%以上 62%以上

取 組 項 目

を顧客へ提案

取 組 項 目

(ﾘｻｲｸﾙ率)

③用水節約と事務用品グリーン購買

取 組 項 目

取 組 項 目

取 組 項 目

　生活用水節約(意識の高揚を図る)と業務活動で環境配慮用品を用いる。

リサイクル化を推進する。

（但し、活動期間は、5月～4月間を示します）

取 組 項 目

取 組 項 目

電力総量値（kWh）
売上高（百万円）

電力総量値/売上高

（６）



３－２．環境への負荷実績

　　　当社の業務内容から環境負荷としては主に総エネルギー投入量、総物質投入量、水資源

　　　総排水量等が該当する。

１）コア指標

項　　　目 単位 2020年 2021年 2022年

総エネルギー投入量 MJ 202,111 191,348 191,605

生産量当たり MJ/ton - - -

生産高当たり MJ/百万 1,521 1,497 1,440

従業員当たり MJ/人 12,632 11,959 11,975

床面積当たり MJ/ｍ2 1,232 1,167 1,168

項　　　目 単位 2020年 2021年 2022年

総二酸化炭素排出量 Kg-CO2 9,060.8 8,132.7 9,042.6

生産量当たり Kg-CO2/ton - - -

生産高当たり Kg-CO2/百万 68.2 63.6 68.0

従業員当たり Kg-CO2/人 566.3 508.3 565.2

床面積当たり Kg-CO2/ｍ
2 55.2 49.6 55.1

排出係数： kg-CO2/kWh 0.431 0.406 0.449

２）環境負荷サブ指標項目

単位 2020年 2021年 2022年

MJ 193,543 182,445 178,031

MJ 8,568 8,903 13,574

MJ 202,111 191,348 191,605

総物質投入量 ｔ - - -

ｍ
3 47.0 67.0 92.5

ｍ
3 - - -

【温室効果ガス排出量】 Kg-CO2 9,060.8 8,132.7 9,042.6

総製品生産量又は 百万円 132.9 127.8 133.0

総製品販売量 環境負荷低減に資する製品 ｔ - - -

容器包装使用量 ｔ - - -

ｔ 0.2384 0.2827 0.2898

ｔ 0.0936 0.1087 0.1379

ｔ 0.0022 0.0339 0.0076

- - -

ｍ
3 47.0 67.0 92.5

- - -BOD

【水資源投入量】

【廃棄物等総排出量】

【総排水量】

資源投入量

上水

地下水

製品生産量

再生利用

熱回収

廃棄物最終処分

【二酸化炭素】

公共用水域

下水道

①総エネルギー投入量

総エネルギー投入量

購入電力

化石燃料

合　計

環境負荷サブ指標項目

②総二酸化炭素排出量
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３－３．環境への取組状況

　　一部実施している場合は１点、未実施の場合は０点として、各施策毎に集計し、環境保全

　　に関する施策の実施度合いを評価しました。

　　　従って、当社に於いて施策を全て実施している場合は、実施度合い１００％に

　　なります。

23.05.27

実施度合

％

Ⅰ 省エネルギー・ 新エネルギー使用の拡大  16 18 94.4

Ⅱ 省資源・ グリーン購入 21 24 87.5

Ⅲ 節水、水の効率的利用　　 3 10 30.0

39 52 78.8

Ⅰ 二酸化炭素の排出抑制・大気汚染等の防止　 16 30 80.0

Ⅱ 化学物質対策　　 0 0 0.0

Ⅲ 製品の開発・設計等における 環境配慮　 9 14 78.6

Ⅳ 廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理    56 72 79.2

Ⅴ 排水処理　 1 6 16.7

Ⅵ 輸送に伴う環境負荷の低減 2 4 50.0

Ⅶ 建築物の建築・解体、開発事業に当たっての環境配慮 0 0 0.0

84 126 75.4

Ⅰ 環境への取組のための仕組み・体制の整備 28 44 70.5

Ⅱ 環境教育、環境活動の推奨等 2 12 25.0

Ⅲ 情報提供、社会貢献、地域の環境保全 5 12 41.7

Ⅳ 環境ビジネス、技術開発 0 0 0.0

Ⅴ 国際協力及び海外事業における配慮 0 0 0.0

Ⅵ 投資・融資における環境配慮 0 0 0.0

35 68 57.4

全分類項目 158 246 71.1

・環境への取組評価結果

　　　評価があまり変わらない結果となった。
　 　今後は、これらの点を克服すべく環境活動計画に織り込み取組んで行くこととする。

事業活動への
インプットに
関する項目

小　　計

事業活動から
の

アウトプットに
関する項目

小　　計

環境経営システ
ム

に関する項目

小　　計

合　　計

　　　各環境保全に関する評価を手順通り実施し、当社の弱点が顕在化できた。
　　　また、環境経営システムの項目だが、今年度は前年並みの取り組みだったので

【自己チエック実施日　：　

分類項目 施　　　　　　　策
評価結果
の    点

数

満点の場
合の点数

（８）



Ⅳ．主要な環境活動計画の内容
Ⅴ．環境保全活動の取組結果の評価、次年度の取組内容

１）電力使用量の削減
インプット項目 2022年度目標 実績値 評価結果

電力使用量削減(kwh/百万円) 144.97 年間
活動の内容：
① 照明に個別の紐を取り付けこまめに消灯する。 2020年度

② 冷暖房の運用ルールを決め温度管理を徹底する。 実績比2％ 半年(5～10月)実績

③ 不用な設計器具のこまめな電源切断励行する。 削減 98.21

２）一般廃棄物量の削減
2022年度目標 実績値 評価結果

一般廃棄物量の削減 年間

活動の内容： ① 可燃ゴミの削減をする。 2016年度

② 裏紙の使用を励行する。 実績比2％ 半年(5～10月)実績

③ 紙のリサイクルを促進する。 削減 51.10%

目標 実績値 評価結果 目標 実績値 評価結果

用水の削減 年間 年間 事務用品グリーン購買 新規 新規

活動の内容： 101.92 92.50 活動の内容： 3件 2件
半年(5～10月)実績半年(5～10月)実績 継続 継続

50.96 42.50 25件 53件

(単位㎥) (単位㎥)

2022年度目標 実績値 評価結果

製品開発による手戻りと試作削減に

活動の内容： 2016年度
・Sim測定結果改善による作業手戻りと 実績5件
良質な製品、将来の試作レスに繋がる提案

2022年度目標 実績値 評価結果

環境に優しい製品への 　　5件以上
配慮設計を推進 2016年実績5件

活動の内容：　・環境負荷低減アイテムを提言する。 
（例：リデュース化、解体の容易性、低消費電力化、その他、）

環境経営システムに関わる取組整備

活動の内容：　 ① 環境会議を毎月１回開催し活動進捗状況問題点を審議確認する。

② 従業員に対し啓発教育を行い、環境保全活動に積極的な参加を促す。

【環境活動期間 ：2022/5～2023/4】

アウトプット項目

３）用水の節約と事務用品グリーン購買

62.17%

〇136.17

〇

56.14% ×

×

〇

アウトプット項目 アウトプット項目

〇

〇
① 一人一人の節水意識の高揚を図る。

② 水の流しっぱなしをしない。

③凍結防止時の水量調節をする。

①再生紙の採用 

②トナーキットの回収とリサイクル 

③グリーンマーク製品の積極的購入

×

〇

・取組評価結果　：71％以上
(実施率％）

４）試作レスに繋がる設計アイテム提案

取組項目 2022年度目標
６）環境経営システムに関わる取組整備

アウトプット項目

　　　　　　　　　　　繋がる設計アイテム提案

５）有益な環境影響の取り組み
取組項目

41件 〇

40%増加

57件

（９）



５－２ 環境への取組評価結果、次年度の取組内容

　 出勤数が増えてきているので水関係も消費量が増えている。

2)２年前から入退室のチェックシートにて節電・節水等、全社員体制で行ってきました。

　 全員の意識が高められてきている。来期は総務室も含める。

　食べたりし、社員の防災意識を高める事に繋がりました。

５－３ 経営者による評価・見直し（含む　次年度の取組内容）

　　　　　　　　　　　　　　　　並びに違反、訴訟等の有無

関連法 要求事項 遵守評価
廃棄物の処理及び清掃に
関する法律（廃掃法）

一般及び産業廃棄物の保管、運搬・処分の委託、管理票運
用

尊守

家電リサイクル法 対象家電の廃棄時 廃棄無し

内容 過去３年間の結果

法律違反の有無 無

訴訟の有無 なし

 　 現在及び過去３年間、問題のないことを確認致しました。

4)松本市主催の避難訓練（シェイクアウト訓練）に参加。また、ランチ会では社内備蓄の防災食を

　更に新規モデル作成に繋がる取り組みになりました。

６－２環境関連法規への違反はありません。

    当社の事業活動に伴い適用される環境関連法規等は、次の通りです。

６－１適用される環境関連法規制

Ⅵ．環境関連法規等の厳守状況の確認及び評価の結果

1)引き続きコロナ過にてリモートワーク対応となっておりましたが、徐々に活動的になってきた。

5)Simモデル作成(機構）は試作レスに繋がる可能性が高いので無駄な製品開発が減り環境配慮

    当社は環境管理責任者が中心となり法規の遵守状況についてチエックを行い、

3）リサイクル用紙は無料回収業者に溶解処理を行いこれを継続させていく。

１）環境保護活動を通じて、社内全員が同じ目標意識を持って継続的に取り組んでいるのは

　評価に値する。コロナ過では班分けを行い、交代にて出勤の体制にし、換気やごみの処理にも

　工夫し、社員全員の協力にて感染防止にも努めた。

２）リサイクル用紙を無料回収業者に切り替え継続する事で経費削減ができている。

3）試作レスモデル提案を引き続き行い、セミナー・勉強会等を行い

　　経営・環境・課題に繋がる取組ができているので継続。

4）今後も、当社の事業活動で環境に与える環境負荷を軽減するために、

　上記事項を継続的に取組んでいく事が重要である。

　以上により環境方針、環境目標、環境活動計画及び環境経営システムについては継続推進する。 

(１０)
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